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S. ENOMOTO* and H. HIROSE* on the swarmer formation of Dictyosphaeria 
cavernosa. 

キッコウグサ属に関してはMURRAyl)， CROSBy2)， WEBER V AN BOSSE3)， ARNOLDI4)， 

BOERG国 EN6，6)，YAMADA7，8)， EGEROD9)， VALET10)等により形態学的に或は分類学的

に多数の研究が報告されてきている。

乙の属の生殖に関する報告は少なく，わずかに ARNOLD刊と BOERGESEN6)が spor飢'

giumとswarmerについて述べている他は DAWSONll)の記裁があるに過ぎない。

DAWSONll) によれば，乙の属では有性生殖のみが知られており 2鞭毛の同型配偶子

が形成され放出されるが，接合は未だ観察されていないことを記している。

筆者等は本邦産のキッコウグサを培養中， 4鞭毛の遊走細胞を得たので.その形成過程

と遊走細胞の諸形質について報告する。

稿を草するに当り採集に御助力下さった花井千久雄氏(奄美大島字宿郵便局長)に感謝

の意を表します。

材料 と 方 法

本実験に用いた材料は1970年5月， 1971年 5月 6月に奄美大島東北部の字宿，アヤマ

Jレ岬，用の各海岸の潮間帯上部及中部のサンゴ礁上から採集した。材料は 13。内外の海水

中に保ち実験室に持ち帰り ，fj'i過滅菌海水で充分に洗糠後 1個体ずつ 100m&のガラス器

に置き，特に栄養塩類を添加しない炉過滅菌海水を培養液として， 100ト 25001皿 250，

14時間照射， 10時間暗黒の条件で培養した。

結 果

上記倍養条件で藻体は採集後約50日，即ち 7月上旬に成熟し遊走細胞を形成し放出した。
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Fig. 1-7. Swarmer formation and zoospores of Dictyo勾~ha酌 ia cavernosa 

l. Vegetative cells (right hand) and fertile cells (Ieft hand). x 30 

2. Net-work of ferti le cell. x 50 

3. The part of a net-work. X 125. 

4. Irregular shaped protoplasmic masses in fertile cell. x 40 
5. Liberation tube. x 260 

6. Opened I iberation tube. x 260 

7. Quadriflagellate zoospores. x 520 

栄養体の細胞の色素体は多角形状の裕板で 1個の pyrenoidを備え， 細胞壁の内墜に沿

って全域に一層に密に網状に配列している (Fig.1)。成熟のきざしは先ず各細胞の外表面

に 2~3 個の放出管が形成されるζとによって認める乙とが出来る。 ついで細胞内壁に沿

って調11胞全域に均一に密に網状に配列した色素体の配列の処々に perforationが起る (Fig.
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2， 3)。 この perforationは次第に拡大してやがて色素体その他の原形質は網目の大きな

net-workを形成する。乙の net-workの中に更に小さい色素体の網状配列を観察する事が

出来る (Fig.3)。 乙の net-workの絹白 (=p町 foration)は更に拡大し，遂に net-work

は処々で分断されて多数の不定形の原形質の団塊となる (Fig.4)。 この不定形の団塊は

多くの場合放出管の基部に散在する。この聞に遊走細胞の形成が完了するものと考えられ

る。色素体は外見的に鮮緑色から黄緑色或は黄褐緑色に変色する。細胞外表面に形成され

た短かい円筒状の放出管の先端は膨大し (Fig.5)，その先端の薄膜が破裂する様にして

破れると，それまで団塊として静止状態にあった遊走細胞は活発に遊泳を開始し，流れる

様に放出孔を通って外界に放出され，直ちに四散する。放出管 (Fig.6)は短かい円筒状

で細胞外表面よりわずかに突出し 1母細胞に 2-3個形成される。放出孔の表面観は円形

で直径25-30ρである。

放出された遊走細胞 (Fig.7)は4本の鞭毛を備え，涙滴状で前部に小さな papil1umを

有している。色素体は多数の粧状或は簿板状から成り 1つ或は数個の pyrenoidを含ん

でいる。 1個の燈赤色νンズ状の眼点を側面に偏在して備えている。細胞の大きさは，長

さ10-13μ，幅6.5-8.0μで，鞭毛の長さは13-15μである。走行性は明らかに正を示し，

30分-1時間活発に遊泳する。この4鞭毛の遊走細胞の培養を試みたが，発芽体を得るま

でにはいたらなかった。

考 察

BOERGESENO)は D.van-Bosseaeのzoospore-formationを図示記載しているが，本種

のそれと基本的に一致している。又そとから放出された遊走細胞を z∞sporeとして記載

しているが，その詳細については記されていない。 ARNOLDI4)は上手に固定された D.

favlosaで z∞sporeを観察しその大きさを8-10μ と記載しているが，鞭毛の数について

は触れていない。

本実験で得られた遊走細胞は全て4鞭毛であった。しかしその発芽を観察する事も又発

芽体を得る事も出来なかったため，はたしてこの遊走細胞が無性的に単独で発芽能力をも

っ遊定子であるか否かは断定する事が出来ない。しかし他の Siphonocladalesの諸種の遊

走子と同じく 4鞭毛を有する乙と，注意深く限点を観察したが全て 1個であり，母細胞中

でも，又母細胞外でも決して接合を裏付ける点が挙げられない事からおそらく遊定子であ

ると考えられる。本種においては2鞭毛の同型配偶子による有性生殖の他に4鞭毛の遊定

子による無性生殖が存在するものと考えられる。

放出管の形態は，短かい円筒状で Siphonocladuspusillus12) に類似しているが，他の

Siphonocladales のメンバー例えば Boodleacoacta13)， Microdictyon tenu加 ，14)，M. 

japonicum， M. Okamu，叫 Chamaedorisorientalis， Willeella japonica (以上榎本未

発表資料〉および Anadyomene切 rightii1D) 等の乳房状の放出管とは可成り形態を異に

している。
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Summary 

The zoos伊 reformation and the quadrif1agellate z∞spores of Dictyosphaeria cav炉

問 sawere observed. 

When the vegetative tha11i were cu¥tured undぽ 250，1000-25001ux， 14 hr light， 10 

hr dark， in the filt町 edstぽ ilizedsea哨 ater，the thalli matured and liberated a plenty 

of swarmers. 

The. initiation of maturity was reco;伊 izedfirst of all by a formation of short ∞>nical 

outgrowth， that later b町 amethe liberation tube. In the subsequent stage， the ∞>ntents 

of a vegetative cell devedoped into a net-work. Soon the net-work broke down into many 

irregular shaped granular masses ; that means the ∞mpletion of swarmer formation. 

When a pore was opened at the apex of the outgrowth， the swarmers that stand still 

in mother cell cavity， suddenly be伊 nto move actively and were liberated through a 

pore. The pore was circular in the surface view and measured 25-35μin diameter. 

τ'he liberated swarmers swam away and never formed a cluster near a liberation pore， 

andぬeydid not ∞pulate each other.τ'he swarmer was fusiform or te紅 dropin shape， 

quadriflagellate. lt contained many granular or flat discoidal chloroplasts with pyrenoid 

and a stigma which was rod-shaped， coloured with light reddish yellow. They抑留n

vividly and exhibited a slightly positive phototactic response. 
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